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資源調査

調査船調査
●海洋観測（水温や塩分など）
●卵稚仔調査・漁獲調査（卵・
仔稚から成魚までの生態
や資源量の把握）

●計量魚群探知機調査（資源
量の把握）

●標識放流調査（回遊や成長
の把握）

試料・標本の分析
●卵稚仔の同定
●胃内容物の同定
●耳石やうろこによる日齢・
年齢査定

資源調査の実施
情報収集・分析

●漁獲情報、操業情報
●水揚港での漁獲物の測定
●ICTを活用したデータ収集



FRESCO
(Fishery Resource Conservation: 我が国周辺漁業資源調査情報システム)

・水産資源調査・評価推進委託事業に係る調査計画等によるデータの収集・蓄積のために設置。
・データベース管理はJAFICが主体で行っている。
・データをJV機関内で交換すること、データの逸散を防ぐことが目的。
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・水産庁および都道府県が主体的に行う資源の保存・管理
の事業に関する分析

・参画機関が実施する基礎的な研究
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資源調査

調査船調査
●海洋観測（水温や塩分など）
●卵稚仔調査・漁獲調査（卵・
仔稚から成魚までの生態
や資源量の把握）

●計量魚群探知機調査（資源
量の把握）

●標識放流調査（回遊や成長
の把握）

試料・標本の分析
●卵稚仔の同定
●胃内容物の同定
●耳石やうろこによる日齢・
年齢査定

資源調査の実施
情報収集・分析

●漁獲情報、操業情報
●水揚港での漁獲物の測定
●ICTを活用したデータ収集

漁業データの収集



１．産地市場や漁協からの水揚情報
漁業種類、魚種(銘柄)、漁獲量など

２．漁獲物の生物情報
魚種、体長など

漁業データ収集
資源評価の
精度向上と
スピード
アップ

データベース
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水揚情報収集の現状
国の農林水産統計は対象魚種削減の方向，市町村別データは廃止
 資源評価実施の基礎となる国の漁獲量データを利用できない魚種も多い。
 地先の詳細な公式統計がない。
→ 農林水産統計に替わる、全国的に水揚げ量が把握できるものが必要。

すべての都道府県が水揚げデータ集約システムを持っているわけではない
 網羅的な水揚データを自動（半自動）で収集している機関がある一方で、担当者

がメール，FAX，郵送などの手段で漁協等からデータを集め、集計、報告している機
関もある。

→ 各機関の実態に合った収集方法、作業量軽減への対応が必要。



成長戦略会議スマート農林水産業WG資料
2/9/2021

漁協や県などからの水揚げデータ収集概念図
データの一元化
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システム
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↓
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STEP①
漁業者・漁協等が漁獲情報

を電子的に提供

STEP②
漁獲情報を一元的に

集約・蓄積

STEP③
国・都道府県の行政・
試験研究がデータを利用

都道府県のシステム

資源評価へ利用

TAC報告の
管理

漁獲状況の確認
閲覧

閲覧

利活用

最新技術によりセキュ
リ ティを確保

データ送信

データ送信

データ送信

令和２年度に
データ収集の実証試験を実施

令和２年度全国データ
ベースを構築

魚種名等を自動的に
標準化

令和２年度にほぼ全ての市場で
基礎的な調査を完了

産地市場・漁協



データ収集、システム化への問題・課題

販売システムがない場合
漁協等からどうやって報告するのか？

漁獲重量データがない場合
金額データはある。どう数量換算するのか？

水揚げ物が産地市場を通らない場合
産地市場以外で水揚げ物の数量把握ができるのか？
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漁業の様々な現場

いか釣り漁船(八戸) 定置網漁船(小田原)

まき網 水揚げ(松浦) ごち網 選別計量 (上越)



画像解析技術開発の流れ
① 撮像 ② 画像解析

③ AIによる判別（魚種・体長）

 選別後のコンベア上でカメラ撮像
 最適な設置等最適条件を模索
 季節を変えて撮像 → 魚種が多様

→ 深層学習用の教師データ増

 将来は荷捌き台のような他の多
くの市場でも使用可能なシステ
ムへと応用

 安価・小型な撮像・解析システ
ムでないと全国に普及しない
（別途，ハード開発は要検
討）

 電子化で現場の労力軽減体長

頻
度
（
尾
数
）

※イメージ図
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a) 画像トリミング自動化による教師データの作成

b) 深層学習によるAI構築

出典：He et al. (2017), Fig 1

入力画像 種名の出力
画像上の物体の
面積を計算

⇒ 体長に換算

出典：
Monkman et al. (2019), Fig 1a

画像から魚体を切り取る作業
を自動化 ⇒ 教師データ



選別機のある漁港
自動選別機 撮影フレーム

ベルトコンベア ベルトコンベア上の魚



光量 色温度 ISO感度 絞り値 露出時間 開始時間 画像No ぶれ 暗い 白飛び ピント
100 6500 12800 F4 1/1000 4:33 7762-7768
50 6500 12800 F4 1/500 4:34 7774-7778
25 6500 12800 F4 1/200 4:35 7784-7788
13 6500 12800 F4 1/100 4:36 7889-7993
0 6500 12800 F4 1/1000 4:36 7794-7799 x

6500 12800 F4 1/500 4:37 7800-7805 x
6500 6400 F4 1/200 4:38 7806-7810 x
6500 2500 F4 1/100 4:38 7811-7815 x

100 6500 12800 F4 1/100 4:48 7828-7889 ⅹ
3000 F4 4:50 7890-7957 x
6500 6400 F4 4:52 7958-8019 x
3000 F4 4:51 8020-8082 x
6500 3200 F4 4:54 8083-8158 x
3000 F4 4:55 8159-8220 x

100 6500 1600 F4 1/100 5:07 8221-8283 x
50 5:08 8284-8344
25 5:10 8345-8402 x
13 5:11 8403-8469 x
0 5:13 8470-8531 x

LED カメラ

適切な撮影条件の調査

撮影実験計画の一部

白飛び

ピンボケ

良好

→光条件の時間 (半閉鎖的屋外環境）
→ベルトコンベアの速度が毎回異なる

水揚現場に特異的な環境



漁港での画像解析の課題
１．撮影条件
・カメラの設置場所
・電源の確保
・光条件

２．画像解析
・人工知能（AI)解析の知識
・教師データの作成
・200種もの魚種判別
・曲がったり、重なったりしている魚の体長

３．全国展開
・安価、簡単、信頼性の高いシステム



平均値 分散
True 16.7 30.0
Test 15.7 24.2

平均値 分散
True 16.1 23.3
Test 15.5 23.3

A.期間内・選別機上・小田原漁港

グループ分類 魚種分類

・Biasは-6%(G), -4%(魚種).概ね体長組成は再現できており活用できそう.
・魚種分類モデルでは38尾誤検出だが、見逃したほうが保守的

平均値 分散
True 18.2 68.6
Test 16.0 34.7

平均値 分散
True 13.9 10.2
Test 16.1 19.7

B.期間外・選別機上・小田原漁港

グループ分類 魚種分類

・Biasは-12%(G), -16%(魚種).同じ漁港でもA.と比べて性能が低下
・グループ分類モデルでは33尾、魚種モデルでは5尾誤検出(26/33はサバG)
・サバは1185尾おり、サバのアジとしての誤検出がアジにとっては影響大

魚種判別と体長計測

柴田ほか
(2022)

Thank you

小田原市漁協
神奈川県相模湾試験場
西日本魚市株式会社

柴田泰宙 博士
長田 穣 博士
清水 学 博士
亀田卓彦 博士

本発表の一部は水産庁委託事業の成果である
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